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IEEE1394 & USB 2.0  DVD±R/RWドライブユニット
LDR-CA880FU2ハードウェアマニュアル

　
　　　　ご注意

　当社DOS/V対応製品は、OADG(*1)加盟メーカーのDOS/Vパソコンで一般に市販されている製品を
想定して設計されています。しかし、接続確認については全ての機種を確認することは不可能ですの
で、代表的な製品のみで確認を行っております。

　そのため、本製品を使用できない、または本製品の機能を使用できないパソコンが一部に存在する可
能性があることは、ご了解いただきますようお願いいたします。特に自作パソコンやショップ組立て
パソコンでは、コストの問題やパフォーマンスの追求のため、想定外の部品が使用されている場合が
あります。このような場合、相性問題などが発生する可能性が高くなることをご承知おきください。

　(*1)OADGは「PCオープンアーキテクチャー推進協議会」の略です。
　　(OADG URL http://www.oadg.or.jp/)
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ご使用の前に必ずお読みください。

ロジテックソフトウェア使用権許諾契約書

本契約は弊社とお客様との間で締結されるものです。本契約書をよくお読みの上、本契約

書にご同意いただいた場合には、お手数ですが本製品添付のユーザー登録カード（保証書

と一緒に添付されているもの）に必要事項をご記入の上、ご返送いただきますようお願い

いたします。

本契約に関して疑義がある場合、もしくは弊社にご連絡を取りたい場合は、以下にご連絡

ください。

　〒396-0192 長野県伊那市美すず六道原8268　ロジテック株式会社　テクニカルサポート

TEL. 03-5326-3667 　（祝祭日を除く月～金曜日

FAX. 0265-74-1456  9:30～12:00、13:00～17:00）

１．使用許諾
(1) 弊社は、添付ソフトウェアプログラム（以下「本ソフトウェア」といいます）を、本

ソフトウェアとともに提供されるハードウェア（本ソフトウェアがキットに添付され

る場合にはキットが組み合わされるハードウェア）において使用できる使用権をお客

様に許諾します。

(2) お客様は、本ソフトウェアを一時に一台のコンピュータにおいてのみ使用することが

できます。ネットワークシステムの場合は、一時に一台の端末でのみ使用することが

できます。

２．著作権
(1) お客様は本ソフトウェアをその他の著作物と同様に取り扱っていただく必要がありま

す。ただし、バックアップ目的にのみ本ソフトウェアを複製すること、またはオリジ

ナルを保存用のみに保持して本ソフトウェアをハードディスクに組み込むことができ

ます。

(2) お客様は、本ソフトウェアとともに提供された取扱説明書等の印刷物を複製しないも

のとします。

３．規制
(1) お客様は、本ソフトウェアを貸与したり、リースに供することはできないものとしま

す。ただし、お客様は本ソフトウェアとその関連資料の複製物を保有していないこと、

および受領者が本契約の条件に合意していることを前提に、本ソフトウェアおよびそ

の関連印刷物を第三者に譲渡することができます。その場合、お客様は本ソフトウェ

アとともに提供されたハードウェアを同時に当該第三者に譲渡するものとします。
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(2) お客様は、本ソフトウェアをリバースエンジニアリング、逆コンパイルもしくは逆ア

センブルをしてはならないものとします。

(3) お客様は、本ソフトウェアのコピーを分配したり、ネットワークシステム内の１台の

端末から他へ電送してはならないものとします。

４．保証
弊社は本ソフトウェアに関して以下の保証のみを行ないます。なお、この保証は日本

国内のみにて有効なものとします。

(1) お客様が本ソフトウェアをお受け取りになった日から１年以内に弊社が本ソフトウェ

アの誤りの修正を行なったときは、弊社はその修正内容をお客様に提供するものとし

ます。ただし、弊社がその裁量により情報の提供を決定した場合に限ります。

(2) 本ソフトウェアの記録媒体に、本ソフトウェアの使用に支障を来たすような物理的欠

陥があった場合には、お客様が本ソフトウェアをお受け取りになった日から30日以内

にご連絡をいただければ、弊社は当該記録媒体を無償で交換（ただし、弊社が当該欠

陥を弊社の責任によるものと認めた場合に限ります。）するものとします。これをもっ

て記録媒体に関して弊社が行なう唯一の保証とします。

５．免責
(1) 弊社は、本ソフトウェアを使用した結果に関していかなる保証も行ないません。本ソ

フトウェアに関して発生する問題は、お客様の責任及び費用負担によって処理される

ものとします。

(2) 弊社は、本ソフトウェアおよびその関連印刷物および本ソフトウェアとともに提供さ

れたハードウェアに関して、商業的に有用であること、特定の目的に適合すること等

に関し、明示的にも黙示的にも一切の保証をしないものとします。

(3) いかなる場合であっても弊社は、お客様が本ソフトウェアを使用することにより生じ

る商業的利益の逸失、商業の支障その他のいかなる損害について、たとえかかる損害

が生じる可能性があることにつき通知を受けていた場合であっても一切の責任を負わ

ないものとします。

６．その他
(1) 弊社は、ユーザー登録カードにより登録をいただけないお客様に対しては、バージョ

ンアップサービスその他のサポートサービスを行なう義務を負いません。

(2) 本契約に関しての紛争は、東京地方裁判所を管轄裁判所として解決するものとします。

ロジテックソフトウェア使用権許諾契約書
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ごあいさつ
　この度は弊社DVD±R/RWユニットをお買い上げいただきまして、誠にありがとうござい
ました。本書はDVD±R/RWユニットに関する設定／接続方法、機能／仕様等についてのご
説明をいたしますので、ご使用前に必ずご一読いただきますようお願いいたします。
　弊社DVD±R/RWユニットによって、お客様のパソコン環境がより便利なものとなります
よう心からお祈りいたします。

ご注意

①本書の一部または全部を弊社に無断で転載することは禁止されております。

②本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審の点がございましたら、弊
社テクニカルサポートまでご連絡くださいますようお願いいたします。

③本製品および本書を運用した結果による損失、利益の逸失の請求等につきましては、②
項に関わらず弊社ではいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。

④本書に記載されている機種名、ソフトウェアのバージョンなどは、本書を作成した時点
で確認されている情報です。本書作成後の最新情報については、弊社テクニカルサポー
トまでお問い合わせください。

⑤本製品の仕様、デザイン及びマニュアルの内容については、製品改良などのために予告
なく変更する場合があります。

⑥ CD-ROM/DVD-ROMソフトウェアの内容の多くは、著作権法の保護を受けています。
運用にあたっては著作権法で許可された範囲を逸脱しないようにご注意ください。

⑦弊社は、本製品の仕様がお客様の特定の目的に適合することを保証するものではありま
せん。

⑧本製品は、人命に関わる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要とする設備や機
器（医療関係、航空宇宙関係、輸送関係、原子力関係等）への組み込み等は考慮されて
いません。これらの設備や機器で本製品を使用したことにより人身事故や財産損害等が
発生しても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。

⑨本製品は日本国内仕様ですので、本製品を日本国外で使用された場合、弊社ではいかな
る責任も負いかねます。また、弊社では海外での（海外に対してを含む）サービスおよ
び技術サポートを行っておりません。
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製品の特徴製品の特徴製品の特徴製品の特徴製品の特徴

　本製品はDVD+R、DVD-Rメディアへの 8倍速書き込みに対応した IEEE1394 & USB 2.0

接続型外付けDVD±R/RWドライブユニットです。DVD+R/+RW、DVD-R/RW、CD-R/RW

の書き込み・再生に対応しています。本製品の主な特徴は以下の通りです。

○DVD+R、DVD-Rメディアへの８倍速書き込み、DVD+RW、DVD-RWメディアへの
４倍速書き換えに対応しています。また、DVD-RAMメディアの読み込みにも対応し
ています。

※DVD+Rメディアへの８倍速書き込みには、下記メーカーの高速記録対応メディアが必要です。

　ソニー、太陽誘電（That's）、日立マクセル、三菱化学メディア、リコー

※DVD-Rメディアへの８倍速書き込みには、下記メーカーの高速記録対応メディアが必要です。

　ソニー、太陽誘電（That's）、TDK、日立マクセル、三菱化学メディア

○DVD+R、DVD-Rメディアへの８倍速書き込み時は、メディアの内周から外周の間を
複数のゾーンに分け、６倍速から８倍速へと段階的に書き込み速度をあげる「Zone

CLV方式」を採用しています。

○PC電源連動機能を搭載しているので、パソコンの電源のON/OFFに連動して本製品の
電源のON/OFFを自動的に行います。また、パソコンが省電力モードやスタンバイモー
ドになった場合も、自動的に電源が OFFになり、復帰時にONとなります。

○転送モード識別表示ランプが搭載されています。本製品前面の「転送モード識別表示
ランプ」の点灯色によって IEEE1394、USB 2.0接続の高速転送モード（緑色点灯）か、
USB 1.1接続（オレンジ色点灯）かを確認できます。

○市販DVDビデオタイトル（CSS対応のもの）の再生時には、自動的に回転速度を 2倍
速～ 5倍速にして騒音の発生を抑える「静音機能」を搭載しています。

○メディアの反りや厚みのばらつきによる書き込み精度の低下を解消し、高精度の書き
込みを実現する「液晶チルト」機構を搭載しています。

○記録回路をピックアップ上に搭載することで高速書き込み時の記録品質を大幅に向上
する「スマートレーザードライバ技術」や高速回転時の機械振動を大幅に低減する
「Ultra DRA（Dynamic Resonance Absorber）技術」等を採用しています。

○データCD-ROMアクセス時には、最大 40倍速のCD-ROMドライブとして使用するこ
とができます。また、CD-Rメディアには最大 24倍速で書き込み、CD-RWメディア
には最大 24倍速で書き換えが行えます。

○追記書き込みに対応しているので、DVD+R、DVD-R、CD-Rメディアの記録可能容量
を最大限利用することができます。



- 6 -

　　  ご注意

・ご使用のパソコンの仕様によっては電源連動機能がうまく働かない場合があります。
　その場合は背面の電源スイッチにて電源のON/OFFを切り替えてください。

・市販されている DVDビデオタイトルをバックアップすることはできません。

・市販のDVDプレーヤーの中には、DVD+R、DVD+RW、DVD-R、DVD-RWメディアに
対応していないものもあります。本製品で作成したDVDビデオが再生可能かどうかは、
ご使用のDVDプレーヤーのマニュアルをご参照ください。

・本製品で作成するDVDビデオのリージョンコードは「ALL」となります。また、本製
品はフェーズ２仕様のドライブであるため、本製品で再生できるDVDビデオは、リー
ジョンコード「２」を含むもの、もしくは「ALL」のものに限定されます。

・本製品は「メディアレスキュー機能」には対応していません。

・DVDメディアにはラベル、シール等を貼付しないでください。メディアが偏重心を起
こし、正常に読み取れなくなる場合があります。

・本製品はセルフパワー（AC アダプタからの電源供給）で動作します。バスパワー
（IEEE1394またはUSBポートからの電源供給）では動作しません。
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接続の際の注意接続の際の注意接続の際の注意接続の際の注意接続の際の注意

　本製品をパソコンに接続する際は以下の点にご注意ください。

・本製品の IEEE1394インターフェース、USBインターフェースの両方を同時に接
続して使用することはできません。

・接続の際、必ずはじめに本製品の電源を「AUTO」または「ON」にしてください。
本製品に電源が供給されていない状態で接続を行うとトラブルが発生する場合があ
ります。

・本製品はハブ経由では接続しないでください。ハブを経由して接続すると正常に動
作しません。

・本製品はバスパワーで使用することはできません。必ず電源コードをコンセントに
接続してください。

・複数の IEEE1394機器またはUSB機器を使用している場合、他の機器が動作して
いるときに本製品を接続するのはやめてください。トラブルの原因となります。

・本製品をUSB 2.0で使用される場合、パソコン本体への接続は必ずUSB 2.0ポー
トへ接続してください。USB 1.1ポートでの使用も可能ですが、その場合「DVD

メディアへの書き込み /読み込み」が標準速未満、「CDメディアへの書き込み /読
み込み」が最大 8倍速に制限されます。また、DVDメディアへのビデオの書き込
み /読み込みは未対応となります。

・本製品を USB 2.0ポートへ接続する際は、ケーブルは必ず本製品付属のものか、
USB 2.0対応ケーブルを使用してください。USB 1.1用ケーブルで接続して使用
すると、データの書き込みエラーなどの障害が発生します。

・USB 1.1ポートへ接続して使用する場合もなるべく本製品付属のものか USB 2.0

対応ケーブルをご使用ください。

・複数の IEEE1394機器を接続する場合は、「IEEE1394機器の増設について」をご
参照ください。
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メディアの取り扱いについてメディアの取り扱いについてメディアの取り扱いについてメディアの取り扱いについてメディアの取り扱いについて

●正しい取り扱いをしないと、データの書き込みが正常に行われない、すでに記録さ
れているデータが損なわれる、ドライブが故障する、等の障害が発生する場合があ
ります。

●メディアの取り扱いについては、本ハードウェアマニュアルやご使用のメディアの
取扱説明書をよくお読みの上ご使用ください。

●メディアの記録面に、指紋や汚れ、ほこり、傷などがつくと、記録済みのデータが
読めなくなったり、記録できなくなる場合があります。

●本製品の使用、または故障により生じたデータの損失ならびに、その他直接、間接
の損害につきましては、弊社は一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承
ください。

次のような場所には置かないでください。次のような場所には置かないでください。次のような場所には置かないでください。次のような場所には置かないでください。次のような場所には置かないでください。
●ゴミやほこりの多い場所。
●温度、湿度の高い場所、直射日光が当たる場所。

●温度差の激しい場所。（結露が生じます）

取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い
●メディアをケースから取り出すときは、中心部を押さえて取り出してください。ケースへ収
めるときはメディアのラベル印刷面を上から押さえて入れてください。

●メディアは指でメディア中央の部分の穴の部分と外側の部分をはさむようにして持ってくだ
さい。

●メディアの記録面には触らないでください。メディアは印刷されていない方が記録面となり
ます。

●メディアの表面はゴミやほこり、指紋などで汚したり傷つけたりしないでください。
　また、落としたり曲げたり、紙を貼ったりしないでください。（書き込み速度が低下したり、
記録したデータが読めなくなる原因となります。）

●メディアの印刷面になるタイトル欄に文字などを書込む場合は、必ず柔らかい油性のフェル
トペンを使用してください。ボールペン、鉛筆などの先の固いものは、使用しないでくださ
い。

●メディアが汚れた場合は、市販の専用クリーナーでクリーニングをしてください。ベンジン、
シンナーや静電気防止剤入りのクリーナー等、指定以外のものは使用しないでください。

●キズや汚れからメディアを保護するために、未使用時は短時間であっても必ず保護ケースに
収めてください。

●メディアを落としたり、重ねたり、また、メディアに物を乗せたり、衝撃を与えたりしない
でください。メディアに無理な力を加えると、データの信頼性を保てなくなります。

●メディアのドライブへのセット方法は「メディアのセットと取り出し」をご参照ください。
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DVD-RAMディスクの種類
DVD-RAMは、パソコンデータの大容量記録再生を目的に開発されたリムーバブルディスクです。
本製品ではDVD-RAMメディアの読み込みのみに対応しています。

DVD-RAMメディアには以下のタイプがあります。

●●●●● TYPE1 ： カートリッジからメディアの取り出しはできません。（本製品では使用できません）
●●●●● TYPE2 ： 片面のメディアで、カートリッジからメディアの取り出しができます。

　（カートリッジから取り出した状態で本製品で使用可能です。）

●●●●● TYPE4 ： 両面のメディアで、カートリッジからメディアの取り出しができます。

　（カートリッジから取り出した状態で本製品で使用可能です。）

※カートリッジなしタイプのDVD-RAMディスクも市販されています。

TYPE2、TYPE4 DVD-RAMメディアの取り扱い
次のような所には置かない次のような所には置かない次のような所には置かない次のような所には置かない次のような所には置かない
●ゴミやほこりの多い場所。
●温度、湿度の高いところ、直射日光のあたる所。
●温度差の激しい所

取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い
●メディア表面に触れない。
●落としたり、曲げたり、重いものを乗せない。
●はがしたラベルを再度貼らない。
●使用しないときはカートリッジに収めケースに
　入れて保管する。（右図①）
●定期的にバックアップ（データの複製）を行う。
●大切なデータを保護するときはカートリッジ収
　納時に「書込み禁止」にしておく（右図②）
　ただし、このようにしている場合もカートリッジ
　から取り出した際に書き込みを制限できるものではありません。

図①

図②

書き込み可能 　　書込み禁止

メディアの取り扱いについて（続き）

■DVD-RAMメディアについて

　本製品はDVD-RAMメディアの読み込みに対応しております。DVD-RAMメディアをご使
用の際は、あらかじめ以下の点をご確認ください。
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メディアの取り扱いについて（続き）

TYPE2カートリッジからメディアを取り出す場合

１１１１１カートリッジのロックピンを、ボールペンなど
の先のとがったもので押し、確実に折って取り
除きます。

２２２２２カートリッジ左手前側面にある開閉部のへこみ
を先の細いもので押さえ、開閉ふたを開けます。

３３３３３表面を汚したり、傷つけたりしないよう、
メディアを水平に取り出します。

ラベル面

メディアを収納するときはメディアを収納するときはメディアを収納するときはメディアを収納するときはメディアを収納するときは
●カートリッジのデザイン面とメディアのレーベル面を同じ向きにしてメディアをカートリッジ
に挿入し、開閉フタを閉じる位置まで戻します。

●開閉フタを閉じた後ライトプロテクト（書き込み禁止・許可）の設定に注意してください。

取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い
●開閉フタを開くときに無理な力を加えて破損させないでください。
●メディアを取り出した後のカートリッジにDVD-RAM以外のメディアを入れて使用しないでく
ださい。

●メディアの記録面に指紋やよごれ、ホコリ、傷、水（油）滴等がつかないように取り扱ってく
ださい。また、記録面への文字の書き込みは絶対にしないでください。

●レーベル面への文字の書き込みは柔らかい油性のフェルトペンを使用し、ボールペン、鉛筆な
どの先の固い筆記具は使用しないでください。

●メディアにラベルや保護シートを貼ったり、コーティング剤などを使用しないでください。
●メディアが汚れた場合は市販の専用クリーナーおよび洗浄液でクリーニングしてください。ベ
ンジン、シンナーや静電防止剤入りクリーナー等は使用しないでください。

●取り出したメディアは必ず元のカートリッジに戻して保管してください。
●メディアを落下させたり、曲げたりしないでください。
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メディアの取り扱いについて（続き）

TYPE4カートリッジからメディアを取り出す場合

１１１１１カートリッジのロックピン（２ヶ所）を、ボール
ペンなどの先のとがったもので押し、確実に
折って取り除きます。

２２２２２カートリッジ左手前側面にある開閉部のへこみ
を先の細いもので押さえ、開閉ふたを開けます。

３３３３３表面を汚したり、傷つけたりしないよう、
メディアを水平に取り出します。

メディアを収納するときはメディアを収納するときはメディアを収納するときはメディアを収納するときはメディアを収納するときは
●カートリッジのA面とメディアのSIDE Aを同じ向きにしてメディアをカートリッジに挿入し、
開閉フタを閉じる位置まで戻します。

●開閉フタを閉じた後ライトプロテクト（書き込み禁止・許可）の設定に注意してください。

取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い取扱い上のお願い
●開閉フタを開くときに無理な力を加えて破損させないでください。
●メディアを取り出した後のカートリッジにDVD-RAM以外のメディアを入れて使用しないでく
ださい。

●メディアの記録面に指紋やよごれ、ホコリ、傷、水（油）滴等がつかないように取り扱ってく
ださい。また、記録面への文字の書き込みは絶対にしないでください。

●メディアにラベルや保護シートを貼ったり、コーティング剤などを使用しないでください。
●メディアが汚れた場合は市販の専用クリーナーおよび洗浄液でクリーニングしてください。ベ
ンジン、シンナーや静電防止剤入りクリーナー等は使用しないでください。

●取り出したメディアは必ず元のカートリッジに戻して保管してください。
●メディアを落下させたり、曲げたりしないでください。

2.SIDE A面が同じ方向

1.カートリッジ A面と

・ 市販されているDVDビデオタイトルをバックアップすることはできません。

・ 著作権保護機能（CSS、CPPM、CRPM等）やコピー防止機能（COPY CONTROL CD等）が付加
されているメディアは複製できません。

・ パケットライトソフトウェア「B's CLiP」でDVD+RWメディア、DVD-RWメディアに書き込まれ
たデータは、それぞれのメディアへの書き込みに対応した製品以外のドライブでは読み出すことがで
きません。これはDVD+RWメディアへの書き込みには「Random Recording方式」が、DVD-RW

には「Restricted Overwriting 方式」が使用されているためです。

その他のご注意
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メディアのセットと取り出しメディアのセットと取り出しメディアのセットと取り出しメディアのセットと取り出しメディアのセットと取り出し

　　　　ご注意

・本製品でカートリッジ付きDVD-RAMメディアをご使用になる場合は、カートリッジ
から取り出して直接メディアを本製品にセットしてください。TYPE1のDVD-RAM

メディアはカートリッジからメディアの取り出しはできませんので、本製品では使用
できません。

・メディアをセットしたまま本製品を移動すると、メディアを損傷する場合がありま
す。損傷を避けるために、本製品の電源を切るときにはメディアがセットされていな
いことを確認してください。

・DVDメディアにはラベルを貼付しないでください。メディアが偏重心を起こし、正
常に読み取れなくなる場合があります。

・メディアやトレイにゴミやホコリが付着しているとエラーの原因
になります。メディアの書き込みを行う際には、市販のダストク
リーナでエアを吹き付けて、メディアとトレイの清掃を行ってく
ださい。

・トレイを排出したまま放置しないでください。ゴミやホコリの侵入によって内部部品
が劣化する場合があります。

ダストクリーナ

■メディアのセット方法

○メディアをセットするときは、本製品の電源がONになっている状態でイジェクトボタ
ンを押してください。トレイが排出されますので、メディアをタイトルなどが印刷され
ている面を上にして乗せてください。
　トレイを軽く押し込むと、トレイが格納されメディアがセットされます。
　メディアを取り出す際も、同様の手順でトレイを排出するか、マイコンピュータ上から
本製品のアイコンを右クリックして表示されるメニューから「取り出し」を実行してく
ださい。

タイトル面を上にします。
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メディアのセットと取り出し

　　　縦置きで設置した場合のご注意

ツメ

本製品を縦置きで設置した場合は、
メディアをセットする際にトレイ下
部の２ヵ所のツメでメディアを支え
るようにしてください。

※縦方向で設置した場合、8cm

ディスクは全て使用できませ
ん。ご注意ください。

　　　ご注意

Windows環境では、セットしたメディア内のファイルが開いている状態ではトレイを排出
することができません。
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本製品を取り外す手順本製品を取り外す手順本製品を取り外す手順本製品を取り外す手順本製品を取り外す手順

　本製品はインターフェースとして IEEE1394とUSBを採用しているため、ホットプ
ラグ（パソコン本体の電源が ONの状態での取り付け・取り外し）が可能です。しか
し、これは「いつでも取り外して良い」という意味ではありません。本製品を取り外
す場合は、以下のような点に注意してください。

・書き込みを行うソフトウェアが起動しているときに、本製品を取り外してはいけ
ません。取り外しはソフトウェアを終了してから行ってください。

・取り外しを行う前に、本製品からメディアを取り出しておいてください。

・本製品や併用している IEEE1394機器・USB 機器のアクセス中に、取り外して
はいけません。

※上記の点を確認の上、以下の手順でアンプラグ操作を行なってから、本製品の取り
外しを行ってください。

※※※※※Windows 98 Second EditionをををををUSB接続にてご使用の場合は、接続にてご使用の場合は、接続にてご使用の場合は、接続にてご使用の場合は、接続にてご使用の場合は、アンプラグ操作アンプラグ操作アンプラグ操作アンプラグ操作アンプラグ操作
を行なう必要はありません。を行なう必要はありません。を行なう必要はありません。を行なう必要はありません。を行なう必要はありません。上記の点をご確認後、上記の点をご確認後、上記の点をご確認後、上記の点をご確認後、上記の点をご確認後、本製品の取り外しを行なってく本製品の取り外しを行なってく本製品の取り外しを行なってく本製品の取り外しを行なってく本製品の取り外しを行なってく
ださい。ださい。ださい。ださい。ださい。

①本製品にセットされたメディアからアプリケーションやデータファイルが開かれて
いないことを確認してください。

②本製品を接続した状態では、タスクバーのシステムトレイに以下のようなアイコン
が表示されます。このアイコンをクリックして、さらに表示されるポップアップ項
目をクリックしてください。（ここで表示される項目の内容は使用OSによって異な
ります。）

このアイコンをクリック

この項目をクリックUSB接続時のWindows Meの例

表示されるメッセージ
USB接続の場合　

Windows XPの場合
「USB大容量記憶装置デバイス-ドライブ （E:）を安全に取り外します。」

Windows Meの場合
「USB CD-ROM - ドライブ( E:)の停止」

Windows 2000の場合
「USB大容量記憶装置デバイス - ドライブ（E:）を停止します」
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③デバイスを安全に取り外すことができることを示すウィンドウが表示されます。
「OK」ボタンをクリックしてください。

OKボタンをクリック

ポイント

いずれの場合も「E:」は本製品のドライブ名ですので、環境によって異なります。

Windows Meの例

ポイント

・このウィンドウに表示されるメッセージも使用OSによって異なります。
・Windows XPの場合は、「ハードウェアの取り外し」のフキダシが出て、自動的に
消えるので、特に操作をする必要はありません。

IEEE1394接続の場合　
　Windows XPの場合

「LOGITEC LDR IEEE1394 SBP2 Device-ドライブ （E:）を安全に取り外し
ます。」

　Windows Meの場合
「IEEE1394 CD-ROM - ドライブ(E:)の停止」

　Windows 98 Second Editionの場合
「1394/USB CD-ROM - ドライブ(E:)の停止」

Windows 2000の場合
「LOGITEC LDR IEEE1394 SBP2 Device-ドライブ（E:）を停止します」

④接続に使用しているケーブルを取り外し、本製品の電源をOFFにして、電源コー
ドをコンセントから抜いてください。
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■対応OS

使用環境について使用環境について使用環境について使用環境について使用環境について

　本製品を使用する場合に必要なシステム環境の条件について説明します。必ずここに記載さ
れた環境条件下で本製品をご使用ください。

■パソコン本体

　本製品は以下のOSで使用することができます。全て日本語版に限定されます。ま
た、パソコン本体が対応していない OSでは使用することができません。

Windows XP  HomeEdition/Professional

Windows Me（*1）
Windows 98 Second Edition（*1 *2）
Windows 2000 Professional

*1　DVD Copy Platinumはご使用になれません。
*2　Second EditionでないWindows 98は対象外となります。

　本製品は各社のDOS/Vパソコン、およびNEC PC98-NXシリーズのうち、以下の条件
を満たす機種で使用することができます。

　　　　ご注意

・本製品は日本電気株式会社 PC-9800シリーズでは使用できません。

・最新の情報につきましては、弊社ホームページをご参照ください。

○ IEEE1394ポートまたはUSBポートを搭載していること。
　（DVDビデオの作成・再生には接続先のポートが IEEE1394またはUSB 2.0に対
応していること）

○以下の CPUを搭載していること。
・DVDビデオを作成する場合→ Pentium III 700MHz以上のCPU
（PowerProducerでダイレクトライティングを行う場合は、Pentium 4 2GHz以上の
   CPUを搭載していること）

・ビデオを再生する場合→ Pentium II 350MHz以上のCPU

・PCデータの書き込み／バックアップを行う場合→Pentium III 450MHz以上
のCPU

○以下のメモリを搭載していること
・DVDビデオを作成する場合→ 128MB以上のメモリ
・ビデオを再生する場合→ 64MB以上のメモリ
・PCデータの書き込み／バックアップを行う場合→ 64MB以上のメモリ

○ハードディスクに 10GB以上の空き容量があること（20GB以上を推奨）。
　CD-R，CD-RWへの書き込みを行う場合は 800MB以上

※できるだけ高速なCPU／大容量メモリ／大容量HDドライブを搭載した環境で
の使用を推奨します。
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トラブルシューティング
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●本製品がまったく認識されない。

○ケーブルの接続に接触不良等がないかどうか確認してください。
○電源コードの接続やコンセントの状態に問題がないかどうか確認してください。
○インターフェースボードのドライバは正しくインストールされていますか？また、使用

OSのバージョンに問題はありませんか？
○本製品をハブ経由で接続している場合は、パソコンのポートに直接接続して試してみて
ください。
○「デバイスマネージャ」を起動して、本製品が正常に認識されているかを確認してくだ
さい。「デバイスマネージャ」を起動するには、Windows Me，98の場合、「コントロー
ルパネル」→「システム」を起動して、「デバイスマネージャ」タブをクリックします。
　Windows XP、2000の場合は、「マイコンピュータ」右クリックして「管理」をクリック
すると、「コンピュータの管理」が表示されますので、「デバイスマネージャ」をクリッ
クします。

●本製品がライティング・ソフトウェアから認識されない。

○ソフトウェアを起動してから、本製品を接続しませんでしたか？　本製品は必ずソフト
ウェアを起動する前に接続してください。
○ライティング・ソフトウェアは本製品付属のものを使用していますか？　同じソフト
ウェアでもバージョンが古いと本製品に対応していない場合があります。

●セットしたメディアが認識されない。

○裏返しなどの異常な状態でセットされていませんか？
○そのメディアは本製品でサポートしているものかどうかを確認してください。本製品で
使用可能なメディアについては「スイスイセットアップガイド」裏面をご参照ください。

●サスペンドモードから復帰できない。

○本製品はサスペンドモードなどの省電力モードをサポートしていません。サスペンド機
能は OFFにしてご使用ください。

●メディアの書き込み時にエラーが多発する。

○適切な使用環境で使用していますか？　本製品の使用環境については、「使用環境につい
て」をご参照ください。
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●Windows Meでシステムがシャットダウンしなくなる。

以下の手順で本製品の CD-ROM自動挿入機能をOFFに設定してください。

①「コントロールパネル」から「システム」を起動して、「システムのプロパティ」
ウィンドウ」が表示されたら、「デバイスマネージャ」タブをクリックします。

1.CD-ROMのアイコンをダブルク
リックしてください。

2.「PIONEER DVD-RW DVR-

107D」をクリックして選択状
態にして、

3.「プロパティ」ボタンをク
リックします。

③本製品（PIONEER DVD-RW DVR-107D）のプロパティウィンドウが表示さ
れます。

1.「設定」タブをクリックして「設
定」ウィンドウを表示させます。

2.「挿入の自動通知」のチェックボッ
クスのチェックマークを外して、

3.「OK」ボタンをクリックします。

②「デバイスマネージャ」のウィンドウが表示されます。

④再び「デバイスマネージャ」ウィンドウに戻りますので、「閉じる」ボタンを
クリックしてください。

⑤「システム設定の変更」ウィンドウが表示されます。「はい」をクリックして
システムを再起動してください。

「はい」をクリック
以上で設定は終了です。
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●Windows 98環境でUSBドライバをインストールしたが、マ
イコンピュータにアイコンが登録されない。

○USBドライバの再インストールを行う必要があります。

1.「デバイス上の登録名について」を参照しデバイスマネージャに必要なデバイスが登録
されていることを確認してください。

2.登録されていない場合、「デバイスマネージャ」ウィンドウに「?その他のデバイス」と
いう項目と、その下に枝分かれが表示されているか確認してください。（枝分かれが表示
されていない場合は、「？その他のデバイス」をダブルクリックしてください。）

3.枝分かれの部分に「？ LDR USB Device」または「？USB Storage Adapter」と表示され
ていれば、それが誤まって認識されたドライバです。

4.「？ LDR USB Device」または「？USB Storage Adapter」をクリックし、選択状態にし
てから画面内の「削除」ボタンをクリックします。

5.「コントロールパネル」を閉じ、本製品をパソコンから取り外してから、パソコンをいっ
たん終了させます。

6.パソコンを再度起動して、Windowsが起動した後、本製品を接続する前に「SoftwarePack」
CD-ROMをCD/DVD-ROMドライブにセットし、スイスイスタートガイドが起動したら、
「USBドライバのインストール」ボタンをクリックしてドライバの再インストールを行っ
てください。

●特定のDVD-ROM／CD-ROMをアクセスできない。

○そのメディアはMacintosh用のDVD-ROM/CD-ROM（HFSフォーマット）ではありませ
んか？　Windows環境ではMacintosh用のDVD-ROM/CD-ROMはアクセスできません。
○そのメディアは「２」または「ALL」以外のリージョンコードを持つDVDビデオではあ
りませんか？　そのメディアは著作権者によって日本国内で再生することを禁止されて
いますので、本製品で再生できません。

●DVD-RAMに書き込みができない。

○本製品はDVD-RAMメディアの書き込みには対応しておりません。読み込み用途でのみ
ご使用ください。
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●パソコン上でDVDビデオが再生できない。

○ PowerDVD は正しくインストールされてますか？
○リージョンコード「２」または「ALL」以外のDVDビデオを再生しようとしていませ
んか？　これは日本以外の国を対象としたDVDビデオですので、本製品では再生でき
ません。

○リージョンコードの書き換えを行っていませんか？

●本製品で作成したDVDビデオが市販のDVDプレーヤーで再
生できない。

○市販のDVDプレーヤーの中には、DVD+R、DVD+RW、DVD-R，DVD-RWの各メディ
アに対応していないものもあります。ご使用のDVDプレーヤ－のカタログ・取扱説明
書などをご確認ください。

●ブランクのDVD+R，DVD-R、DVD+RW、DVD-RWメディア
をセットすると、マイコンピュータやエクスプローラ上でAudio

CDとして認識される。

○ B's CLiPがインストールされていない場合、OSがブランクのDVDメディアを正常に
認識できず、「Audio CD」として認識してしまいます。

　本製品付属の「SoftwarePack」CD-ROMから B's CLiPをインストールすることによっ
て、「Audio CD」として誤認識されることはなくなります。

●その他：ホームページについて

　弊社および添付ソフトウェアの各社ではインターネット上にホームページを開設していま
す。ホームページには最新情報が掲載されている場合もありますのでご活用ください。

ロジテック株式会社
ホームページアドレス：http://www.logitec.co.jp/

株式会社ビー・エイチ・エー
ホームページアドレス：http://www.bha.co.jp/

サイバーリンク株式会社
ホームページアドレス：http://www.cli.co.jp/

インタービデオジャパン
ホームページアドレス：http://www.intervideo.co.jp/

www.logitec.co.jp/
www.bha.co.jp/
www.cli.co.jp
www.intervideo.co.jp
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デバイス上の登録名についてデバイス上の登録名についてデバイス上の登録名についてデバイス上の登録名についてデバイス上の登録名について

　本製品がパソコン側から正常に認識されるとWindowsのデバイスマネージャに以
下の項目が追加されます。

　上記のデバイスが登録されていない場合、本製品は認識されていません。いった
んパソコンの電源を切り再度電源を入れて本製品を接続しなおしてみてください。
　Windows 98 Second Editionをご使用の場合は、電源を切る前に「？その他のデ
バイス」の下に「？ LDR USB Device」という項目があるかどうかを確認してくだ
さい。ある場合には、電源を切る前にその項目を削除して、再起動後に
「SoftwarePack」CD-ROMをセットし、再度USBドライバをインストールしてくだ
さい。

■「デバイスマネージャ」の起動方法

○Windows Me，98の場合、「コントロールパネル」→「システム」を起動して、
「システムのプロパティ」ウィンドウで「デバイスマネージャ」タブをクリッ
クします。

○Windows XP、2000の場合は、「マイコンピュータ」を右クリックして「管理」
をクリックすると、「コンピュータの管理」が表示されますので、「デバイスマ
ネージャ」をクリックします。

USB接続時 IEEE 1394接続時

DVD/ CD- ROM
ドライブ

PIONEER　DVD-RW　DVR-107D
USB　Device

LOGITEC　LDR　IEEE1394
SBP2　Device

SBP2 IEEE1394
デバイス

― SBP2 準拠 IEEE 1394 デバイス

USB （ Universal Serial
Bus） コントローラ

USB大容量記憶装置デバイス ―

CD-ROM PIONEER　DVD-RW　DVR-107D PIONEER　DVD-RW　DVR-107D

ユニバーサル シリアル
バス　コントローラ

USB大容量記憶装置デバイス ―

SBP2 ―
SBP2 Complianｔ
IEEE 1394 デバイス

記憶装置 USB CD-ROM IEEE 1394 CD-ROM

CD-ROM PIONEER　DVD-RW　DVR-107D PIONEER　DVD-RW　DVR-107D

ハードディスク
コントローラ

Logitec USB Mass-Storage
Class Miniport Driver

―

ユニバーサル シリアル
バス　コントローラ

Logitec USB Mass-Storage
Class WDM Driver

―

SBP2 ―
SBP2 Complianｔ
IEEE 1394 デバイス

記憶装置 ― 1394/USB CD-ROM

DVD/ CD- ROM
ドライブ

PIONEER　DVD-RW　DVR-107D
USB　Device

LOGITEC　LDR　IEEE1394
SBP2　Device

USB （ Universal Serial
Bus） コントローラ

USB大容量記憶装置デバイス ―

登録されるデバイス名
項目

Windows XP

Windows 2000

OS

Windows Me

Windows 98
SE
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DVD+ RW

DVD+ R、DVD+ RW
DVD- R、DVD- RW

CD- R
CD- RW

機種名

ローディング方式

バッファメモリ

インターフェース

バッファアンダーラン機能

記憶容量

読み込み
速度

DVD- ROM ( 1 層 ）

DVD- R、DVD- RW
( 高速記録非対応メディア )

書き込み
速度

DVD- R

CD- R

CD- RW

DVD- RW

DVD ビデオ （ CSS 有り )

DVD- RAM

2MB

トレイ方式

LDR - CA880FU2

PIONEER

IEEE1394a-2000
USB 2.0 High- Speed

8 倍速 / 6 倍速 / 4 倍速 / 2 倍速 / 標準速

片面ディスクで 4.7 GB 以下

80分ディスクで 700 MB 以下
70分ディスクで 650 MB 以下

4 倍速 / 2 倍速 / 標準速

24 倍速 / 16 倍速 / 8 倍速 / 4 倍速

24 倍速 / 16 倍速 / 10 倍速 / 4 倍速

最大 12 倍速

2 ～ 5 倍速 （ CAV ）

最大 8 倍速

有り

DVD+ R 8 倍速 / 6 倍速 / 4 倍速 / 2.4 倍速

DVD+ RW 4 倍速 / 2.4 倍速

ドライブメーカー

コネクタ形状
IEEE1394コネクタ　6 ピン × 1
IEEE1394コネクタ　4 ピン × 1
USB シリーズ Bコネクタ × 1

2倍速

DVD- ROM ( 2 層 ） 最大 8 倍速

最大 2 倍速

DVD+ R、DVD+ RW

DVD- R、DVD- RW
( 高速記録対応メディア )

最大 8 倍速

CD- ROM、CD- R 最大 40 倍速

CD- RW 最大 32 倍速

記録方式

DVD+ R
Sequential recording 方式

Multi-session recording方式

Random Recording 方式

DVD- R

Disc at once 方式

Incremental recording 方式

Multi Border 方式

DVD- RW

Disc at once 方式

Restricted Overwriting 方式

Incremental recording 方式

CD- R
CD- RW

Disc at once 方式 ／ Track at once 方式

Session at once 方式 ／ Packet write 方式

ハードウェア仕様ハードウェア仕様ハードウェア仕様ハードウェア仕様ハードウェア仕様

*2

*3

*4

*1

*1
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IEEE1394

USB 2.0

USB 1.0

DVD - ROM

DVD+ R
DVD + RW
DVD- R
DVD - RW

DVD - RAM

CD - ROM / CD-R

CD - RW

温度

相対湿度

温度

相対湿度

400 Mbps

480 Mbps ( High- Speed )

DVD - ROM : 140 ms

12 Mbps ( Full- Speed )

CD - ROM : 130 ms
平均アクセスタイム

質量 1.8 kg

最大　10800 KB / s

AC 100V ± 10 %　　50/ 60 Hz

10 ％ ～ 90 ％

－ 10 ℃ ～ 50 ℃

20 ％ ～ 80 ％

設置方向 水平／垂直

消費電力　（ 定格） 16.5 W

外形寸法　幅 × 高さ × 奥行き 158 × 50 × 252 ｍｍ

動作時

メディアとの最大
データ転送速度

最大　16200 KB / s

最大　6000KB / s

最大　4800 KB / s

10 ℃ ～ 35 ℃

フェーズ　2

2

2770 KB / s

入力電圧

環境条件

保管時

DVD - ROM
関係

フェーズ

リージョンコード

最大データ転送速度
（ I/F）

*1 DVDメディアは1385KB/sを標準速とし、CDメディアは150KB/sを標準速とします。

8cmは水平時のみ使用可能となります。

記載されている速度は全てIEEE1394またはUSB 2.0 （High-Speed）での使用時のもの

です。USB 1.1接続でご使用の場合は、「DVDメディアへの書き込み/読み込み」が標準

速度未満、CDメディアへの書き込み/読み込み」が最大8倍速に制限されます。また、

DVDメディアへのビデオの書き込み/読み込みは未対応になります。

*2　設定速度に対応したメディアをご使用ください。

*3　CSSのないDVDビデオは最大12倍速で読み込みを行います。

*4 カートリッジに入ったDVD-RAMメディアは使用できません。カートリッジから取り出

して使用してください。また、2.6GB/5.2GBタイプのDVD-RAMメディアはお使いにな

れません。

*5　理論値

*6　ただし、結露なきこと

*7    横置き時、突起部を除く

*8 本体のみ

*5

*5

*6

*7
*8
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　本製品のように IEEE1394コネクタを２個装備している IEEE1394機器は数珠つな
ぎ（デイジーチェーン型）に増設することができます。

　このような接続を行う場合、一本のケーブルの長さは最大4.5mまで、ケーブル長の
合計は最大 72mまでに制限されます。また、IEEE1394機器の台数は 16台以下（パソ
コン本体を含まない）に制限されます。

4.5m以下

72m以下
IEEE1394機器の台数は 16台以下

パソコン本体

IEEE1394機器

　IEEE1394コネクタを複数装備したインターフェースカードや、IEEE 1394ハブを使
用すると、接続を分岐させて「ツリー型」に増設することができます。（次ページ上図
参照）
　この場合も１本のケーブルは最大 4.5m以下です。接続台数は 62台以下（パソコン
本体を含まない）ですが、Windows環境ではストレージ機器の台数はドライブ文字の
限界（A:～ Z:でシステムが使用していないもの）に制限されます。

ご注意

デイジーチェーン型に増設する場合、ホットプラグ（電源がONになっている状態で
の取り外し）を行う機器は終端に接続してください。中間にある機器をホットプラグ
で取り外すと、他の機器に影響を与える場合があります。

ご注意

本製品に増設できるのはセルフパワーで動作できるものに限ります。バスパワー
（IEEE 1394ポートからの電源供給）動作の製品は増設できません。

IEEE1394機器の増設について機器の増設について機器の増設について機器の増設について機器の増設について
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　また、ツリー型の場合、IEEE1394機器間で経由できるケーブルの本数に最大 16本
という制限があります。例えば下図の「機器Ａ」と「機器Ｂ」の間には３本のケーブ
ルが使用されています。このようにカウントしたときに、どの機器の間にも16本を越
えるケーブルがあってはならないという制限です。

機器Ａ 機器Ｂ
１

２

３

　ツリー型の接続では接続形態が複雑になりがちですが、接続の中にループ（たどっ
ていくと元に戻ってしまうような接続）があってはいけません。

これはダメ

どこか一本ケーブルを外せばルー
プが解消されてOK！

パソコン本体

IEEE1394機器

IEEE1394

ハブ

4.5m以下

　また、複数のパソコンが１台の IEEE1394機器を同時に使用することはできません。

これはダメ どっちで使うのかはっきり決めてよ！
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オプション品についてオプション品についてオプション品についてオプション品についてオプション品について

　弊社ではインターフェースボードやケーブルなどを別売品として取り扱っており
ます。オプション品のお求めは、お買い求めいただいた販売店またはロジテックの
安心オンラインショップ「ロジテックダイレクト」にてお求めください。

ロジテックダイレクトホームページ　

http://www.logitec-direct.jp

■PCIバス用USB 2.0インターフェースボード

■CardBus対応USB 2.0インターフェースカード

型番 バス 備考

LPM- CBUSB2H CardBus
インターフェースカード単体
Windows、Mac OS X 10.3以降対応

LPM- CBUSB2HA CardBus
インターフェースカード単体
Windows、Mac OS X 10.3以降対応

型番 バス 備考

LHA - 1394V
インターフェースボード単体

Windows XP, Me, 98 SE, 2000対応

LVC - MG 2L
ビデオ活用キット

Windows Me, 98 SE, 2000対応

PCI

型番 バス 備考

LPM - CB 1394L CardBus

インターフェースカード単体
Windows XP, Me, 98 SE, 2000

Mac OS 9.0 ～ 9.2.2
Mac OS X 10.1.3 以降対応

■PCIバス用 IEEE1394インターフェースボード

■CardBus対応 IEEE1394インターフェースカード

型番 バス 備考

LHA- USB2NH PCI
インターフェースボード単体
Windows、 Mac OS X 10.2.8 以降対応

LHA- USB2/M PCI
インターフェースボード単体
Windows、Mac OS X 10.2 以降対応

www.logitec-direct.jp
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■ IEEE1394ケーブル

型番 長さ 備考

CB- I66-021S 2.1 m

CB- I66-011S 1.1 m

CB- I66-006S 0.6 m

CB- I64- 021S 2.1 m

CB- I64- 011S 1.1 m

CB- I64- 006S 0.6 m

6 ピン - 4 ピン

6ピン - 6ピン

■USB 2.0 High-Speed対応ケーブル

型番 長さ 備考

CB- USB2AB- 005 0.5m シリーズ A － シリーズ B

CB- USB2AB- 010 1.0m シリーズ A － シリーズ B
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